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第１測定室

　・地球科学

　 （PIXE・水素分析）

　・結晶物理

　・新機能素材開発

　・原子核反応

第２測定室

　・加速器質量分析

　・天体核

　・ビーム試験装置

　・汎用実験装置

　・宇宙線シミュレーション

筑波大学研究基盤総合センター応用加速器部門（UTTAC）

〒305-8577
茨城県つくば市天王台1-1-1
TEL : 029-853-2491
FAX : 029-853-2565
http://www.tac.tsukuba.ac.jp/

Tandem Accelerator Complex, 
Research Facility Center for Science and Technology,
University of Tsukuba
1-1-1, Tennodai, Tsukuba, Ibaraki, 305-8577, Japan
TEL: +81-29-853-2491
FAX: +81-29-853-2565

応用加速器部門の概要

　加速器から得られる高速イオンビームの利用は基礎物理分野のみにとどまらず、生物、医療、環境、マイ
クロ・ナノ加工技術、宇宙関連工学などのイオンビーム応用分野にまで及びます。筑波大学研究基盤総合セン
ター応用加速器部門では、1976年に完成後絶え間なく改良された12UDペレトロンタンデム加速器と、
1998年に導入された1MVタンデトロン加速器の２台の静電加速器を利用して、イオンビームを用いる複数
分野の研究が行われています。

　物質に入射した高速イオンは、物質中の原子（原子核と電子）と衝突し、X線、γ線、散乱・反跳イオン、
核反応、2次電子等を生起します。それらのエネルギーや角度分布を精密計測することにより、物質との相互
作用あるいは物質の性質を解明することができます。これらの知識を基盤として、上述のイオンビーム応用分
野が展開されています。

●原子核物理学（天体核、不安定核）
●クラスター物理
●結晶物理
●表面物理学

物理学

●マイクロビーム
●加速器を用いた微量元素分析法（AMS、PIXE）
●加速器周辺装置の開発
●イオン源開発

加速器科学
●イオンビーム分析（RBS、ERDA、PIXE etc.）
●半導体デバイス開発
●放射線測定装置と測定法の開発

応用物理学

●地球年代測定
●岩石試料中の微量元素分析
●鉱床探査

地球環境科学

医学・生物学

粒子線科学

同位体化学

2010.10.01

●つくばエクスプレスにて秋葉原駅からつくば駅まで最速45 分。

　つくばセンターから「筑波大学中央行き」バス、または「筑波大学循環バス（右回り）」

で「第一エリア前」まで約10分。左回りでも行けますがやや遠回りになります。

●JR常磐線にて上野駅、あるいは水戸駅からひたち野うしく駅、荒川沖駅、あるいは土

浦駅まで約1時間。ひたち野うしく駅東口、荒川沖駅西口、あるいは土浦駅西口から

それぞれ「筑波大学中央行き」バスで「第一エリア前」まで約40分。なお直行バスが

ない場合は、「つくばセンター行き」バスで「つくばセンター」下車、「筑波大学中央行

き」バス、「筑波大学循環バス（右回り）」で「第一エリア前」下車。

●東京駅八重洲南口から「筑波大学行き」高速バスにて「大学会館」下車（約75分）。「第

一エリア前」まで徒歩（約5分）。もしくは「つくばセンター行き」高速バスにて「つくば

センター」下車（約65分）。つくばセンターから「筑波大学中央行き」バス、「筑波大学

循環（右回り）」バスにて「第一エリア前」下車（約10分）。

●「羽田空港」から「つくばセンター」行き直行バスで約1時間40分、「つくばセンター」か

ら「筑波大学中央行き」バス、「筑波大学循環（右回り）」バスにて「第一エリア前」下車

（約10分）。
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　タンデトロン加速器の最大ターミナル電圧は100万ボルトであり、主に粒子線励起X線分析（PIXE）やラザ
フォード後方散乱分析（RBS）、反跳原子検出法（ERDA）、電子分光法などを用いて固体の構造解析や元素分
析が行われています。また、高速クラスタービームを用いる研究が展開されています。

筑波大学構内

第一エリア

医学群

第三エリア

第二エリア

　12UDペレトロンタンデム加速器の最大ターミナル電圧は1200万ボルトであり、陽子からビスマスに
至るまで多種類のイオンが加速できます。例えば陽子を加速した場合、その速度は最大で光速のおよそ20
％に達します。この加速器には3台のイオン源が接続され、実験装置として加速器質量分析装置、イオンビー
ム結晶解析装置、水素分析用マイクロビーム装置、重イオンナノ精度加工装置、汎用散乱槽、荷電粒子分析用
スペクトロメーター装置が配備されています。

　この様な研究に加えて、大学教育や大学院生の修士論文、博士論文のための研究にも活用されています。
また、学外の研究者との交流も盛んで、他機関との共同実験も行っています。

　筑波大学研究基盤総合センター応用加速器部門では、外部研究機関との共同研究を積極的に推進してい
ます。また研究成果等をホームページ上で公開しています。詳しくお知りになりたい方は、http://www.
tac.tsukuba.ac.jp/にアクセスして下さい。

研究課題

12 UD ペレトロンタンデム加速器
̶12 UD Pelletron Tandem Accelerator̶
加速器タンク
　高さ　17.9 ｍ
　直径　4.83 ｍ
　SF6 圧力　0.5 MPa
　総重量120 ton
加速器性能
　最高電圧　12 MV　（1200万ボルト）
　陽子エネルギー　2～24 MeV

タンデトロン加速器
最高電圧　1 MV

　　　　（100万ボルト）
陽子エネルギー　0.2～2 MeV
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